
携帯電話を端末とした携帯電話を端末とした

昇降機メンテナンス作業支援システム昇降機メンテナンス作業支援システム

業界初！業界初！
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１．会社概要１．会社概要

株式会社日立ビルシステム株式会社日立ビルシステム

本社：東京都千代田区神田錦町本社：東京都千代田区神田錦町11丁目丁目66番地番地

１９５６年（昭和３１年）１０月１日１９５６年（昭和３１年）１０月１日

５１億５０９万１千円５１億５０９万１千円 （全額（全額株式会社日立製作所出資）株式会社日立製作所出資）

代表取締役代表取締役取締役社長　髙橋　秀明取締役社長　髙橋　秀明

２２,,１８３億円（２００４年度）１８３億円（２００４年度）

５５,,１８９名（メンテナンスエンジニア２１８９名（メンテナンスエンジニア２,,５００名）５００名）

私達は、常に向上心をもち、高度な総合技術力とユーザーを私達は、常に向上心をもち、高度な総合技術力とユーザーを
思う心をひとつにして、ビルを利用するすべての人々に、安全思う心をひとつにして、ビルを利用するすべての人々に、安全
で、快適な環境を提供し､社会に貢献する。で、快適な環境を提供し､社会に貢献する。

各種エレベーター・エスカレーター、冷凍空調設備、自動ドア、各種エレベーター・エスカレーター、冷凍空調設備、自動ドア、
電気設備等、ビル設備に必要な機器の販売、据付、保守、　電気設備等、ビル設備に必要な機器の販売、据付、保守、　

改造修理、更新及び設計改造修理、更新及び設計

全国３５０拠点全国３５０拠点

■■ 商号商号

■■ 所在地所在地

■■ 設立設立

■■ 資本金資本金

■■ 代表者代表者

■■ 売上高売上高

■■ 従業員数従業員数

■■ 企業理念企業理念
　　
　　

■■ 主な事業内容主な事業内容
　　

■■ サービス拠点サービス拠点

１／１０１／１０
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故障発報･捕捉データ･計測データ

遠隔監視・診断・制御

バックサポート

テクニカル
サポート

サービス拠点

管制
センター

部品センター

部品寿命判定

点検修理計画

在庫計画

計測データ

部品出庫指示

部品自動出庫

緊急出動指示故障捕捉データ

緊急対応

点検・整備

作業指示

復旧支援

ﾒﾝﾃﾅﾝｽｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ

２．業務内容（２．業務内容（メンテナンスシステム）メンテナンスシステム）

日立ビルシステム日立ビルシステム

三種の神器三種の神器
日立ビルシステム日立ビルシステム

三種の神器三種の神器

遠隔監視診断ｼｽﾃﾑ

２／１０２／１０
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３．業務上の課題３．業務上の課題

より迅速で精度の高いメンテナンスを実施し、更なるお客様満足度向上を図るため、
リアルタイムに情報を伝達・取得・活用する必要があった。

より迅速で精度の高いメンテナンスを実施し、更なるお客様満足度向上を図るため、
リアルタイムに情報を伝達・取得・活用する必要があった。

１．更なるお客様満足度の向上１．更なるお客様満足度の向上１．更なるお客様満足度の向上

当日の作業内容・結果をより分かり易く報告し、メーカーメンテナンスの価値（安心）
をアピールする必要があった。

当日の作業内容・結果をより分かり易く報告し、メーカーメンテナンスの価値（安心）
をアピールする必要があった。

２．メンテナンスレポートの刷新２．メンテナンスレポートの刷新２．メンテナンスレポートの刷新

顧客情報保護の仕組みを従来以上に強化する必要があった。顧客情報保護の仕組みを従来以上に強化する必要があった。

３．セキュリティの強化３．セキュリティの強化３．セキュリティの強化

エンジニアの現在位置を正確に把握し、緊急時や広域災害時の指示・復旧を更に
迅速化する必要があった。

エンジニアの現在位置を正確に把握し、緊急時や広域災害時の指示・復旧を更に
迅速化する必要があった。

４．緊急・広域災害対応の迅速化４．緊急・広域災害対応の迅速化４．緊急・広域災害対応の迅速化

３／１０３／１０
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４．システム導入上の課題４．システム導入上の課題

１．携帯電話採用決断と操作性の検討と改善１．携帯電話採用決断と操作性の検討と改善１．携帯電話採用決断と操作性の検討と改善

２．システム定着化 ⇒ 情報交換用投稿サイト開設２．システム定着化２．システム定着化 ⇒⇒ 情報交換用投稿サイト開設情報交換用投稿サイト開設

３．公知活動 ⇒ 新聞広告・雑誌への投稿３．公知活動３．公知活動 ⇒⇒ 新聞広告・雑誌への投稿新聞広告・雑誌への投稿

４／１０４／１０

■日立製作所デザイン本部
　　協力を得て、約１年の
　　ユーザビリティの検証

（1,700件のﾛｸﾞ、累計10万回のｱｸｾｽ）

情報の共有化
（全員で進化させる）

■端末（ＰＣ・ＰＤＡ・携帯電話）
　　候補の実力・適合・将来
　　性の検証

■圏外や持ち込み不可、電源オフ指定顧客先での対応検討

○×△将来性

○△×端末価格

○○×リアルタイム性

○××通話機能

×△○操作性（画面サイズ）

○××ｾｷｭﾘﾃｨｰ性（法対応）

○○×小型化・携帯性

携帯電話ＰＤＡＰＣ機　　能

携帯電話で業務の９０％
以上をサポートできる
見通しを得た

意識せず操作できる
仕組みを構築

（電波オフモード併用）

ユーザビリティ検証に
よる画面設計基準確立

入 退作業 入 退作業 入 退作業

圏内 圏外・電源ｵﾌ 圏内

次回通信時実績送信

入 退作業 入 退作業 入 退作業

圏内 圏外・電源ｵﾌ 圏内

次回通信時実績送信

お客様への説明とご理解
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５．システムの全体構成図

２００５年６月より試行、１０月導入。全国２２００５年６月より試行、１０月導入。全国２,,５００名のエンジニア日々活用。５００名のエンジニア日々活用。

５／１０

エンジニアエンジニアエンジニア 本部本部本部

ﾃｸﾆｶﾙｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰﾃｸﾆｶﾙｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰﾃｸﾆｶﾙｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ

データセンターデータセンターデータセンター

ｻｰﾋﾞｽ拠点／管制ｾﾝﾀｰｻｰﾋﾞｽ拠点／管制ｾﾝﾀｰｻｰﾋﾞｽ拠点／管制ｾﾝﾀｰ

稼動・保守ﾃﾞｰﾀを元に
最適なﾒﾝﾃﾅﾝｽ時期を
自動計画

稼動・保守ﾃﾞｰﾀを元に稼動・保守ﾃﾞｰﾀを元に
最適なﾒﾝﾃﾅﾝｽ時期を最適なﾒﾝﾃﾅﾝｽ時期を
自動計画自動計画

機種・保守ﾃﾞｰﾀを元に
ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾚﾎﾟｰﾄを自動
作成

機種・保守ﾃﾞｰﾀを元に機種・保守ﾃﾞｰﾀを元に
ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾚﾎﾟｰﾄを自動ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾚﾎﾟｰﾄを自動
作成作成

基幹基幹
システムシステム

稼動・診断
ﾃﾞｰﾀに基づき
復旧方法解析

稼動・診断稼動・診断
ﾃﾞｰﾀに基づきﾃﾞｰﾀに基づき
復旧方法解析復旧方法解析

ｽﾃｰﾀｽ情報で
ｴﾝｼﾞﾆｱ位置・
作業状況把握

ｽﾃｰﾀｽ情報でｽﾃｰﾀｽ情報で
ｴﾝｼﾞﾆｱ位置・ｴﾝｼﾞﾆｱ位置・
作業状況把握作業状況把握

お客様情報を端末に残さない
高度なセキュリティを実践

お客様情報を端末に残さないお客様情報を端末に残さない
高度なセキュリティを実践高度なセキュリティを実践

技術支援情報を確認技術支援情報を確認技術支援情報を確認

昇降機の稼動・保守ﾃﾞｰﾀ送信昇降機の稼動・保守ﾃﾞｰﾀ送信昇降機の稼動・保守ﾃﾞｰﾀ送信

診断ﾃﾞｰﾀ受信診断ﾃﾞｰﾀ受信診断ﾃﾞｰﾀ受信

ｽﾃｰﾀｽ(作業状況)情報を送信ｽﾃｰﾀｽｽﾃｰﾀｽ((作業状況作業状況))情報を送信情報を送信

ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾚﾎﾟｰﾄﾃﾞｰﾀを受信ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾚﾎﾟｰﾄﾃﾞｰﾀを受信ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾚﾎﾟｰﾄﾃﾞｰﾀを受信

迅速な復旧のための
テクニカルサポート

迅速な復旧のための迅速な復旧のための
テクニカルサポートテクニカルサポート

最も近くにいる
エンジニアに出動指示

最も近くにいる最も近くにいる
エンジニアに出動指示エンジニアに出動指示

お客様情報・アドレス帳・
アプリケーションの一括削除

お客様情報・アドレス帳・お客様情報・アドレス帳・
アプリケーションの一括削除アプリケーションの一括削除

赤外線通信赤外線通信

赤外線通信赤外線通信

通信用赤外線ｱﾀﾞﾌﾟﾀ通信用赤外線ｱﾀﾞﾌﾟﾀ

携帯型ｶﾗｰﾌﾟﾘﾝﾀｰ携帯型ｶﾗｰﾌﾟﾘﾝﾀｰ

携帯電話で

昇降機の運転操作と
稼動診断ﾃﾞｰﾀを取得

携帯電話で携帯電話で

昇降機の運転操作と昇降機の運転操作と
稼動診断ﾃﾞｰﾀを取得稼動診断ﾃﾞｰﾀを取得

ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾚﾎﾟｰﾄを
その場でｶﾗｰ出力

ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾚﾎﾟｰﾄをﾒﾝﾃﾅﾝｽﾚﾎﾟｰﾄを
その場でｶﾗｰ出力その場でｶﾗｰ出力

auBREWauBREW®®携帯電話携帯電話
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６．メンテナンス業務の流れ６．メンテナンス業務の流れ ６／１０６／１０

営業所営業所営業所

出発出発

帰着帰着

ｽｹｼﾞｭｰﾙの
受信・準備

ｽｹｼﾞｭｰﾙのｽｹｼﾞｭｰﾙの
受信・準備受信・準備

ご報告ご報告

作業終了作業終了

作業先作業先作業先

作　業作　業

レポート作成レポート作成

退館退館

入館入館 ご挨拶ご挨拶

基幹サーバ群基幹サーバ群

認証サーバ認証サーバ帳票サーバ帳票サーバ
実績登録実績登録

  

    

  

  

ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾂｰﾙﾒﾝﾃﾅﾝｽﾂｰﾙ

マルチサポートにより、ビル設備メンテナンスのトータルソリューションを提供。

昇
降
機

自
動
ド
ア

防
犯
ｶ
ﾒ
ﾗ

ﾋ
ﾞﾙ
設
備
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７．システムの特徴と導入効果７．システムの特徴と導入効果

１．メンテナンス業務のサービス品質向上による顧客満足度向上１．メンテナンス業務のサービス品質向上による顧客満足度向上１．メンテナンス業務のサービス品質向上による顧客満足度向上

■昇降機の運転操作、機器のチェックや設定、遠隔監視診断
　　システムと連携しコンディションをチェック（特許２件出願）。

■昇降機の稼動状況で計画される作業指示や注意点の表示
　　社内システムの情報連携によりメンテナンスをサポート。

■電波の届かない場所でも使用可能。

７／１０７／１０

  

ＩｒＤＡアダプタＩｒＤＡアダプタ
（当社開発）（当社開発）

点検点検
運転運転
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８／１０８／１０７．システムの特徴と導入効果７．システムの特徴と導入効果

■作業内容に応じ
　　作業前後状態を
　　撮影し報告。

■作業者の顔写真
　　を付けて報告。

■当日の作業内容
　　遠隔監視ｼｽﾃﾑ
　　診断結果を合せ
　　報告。

【旧】 【新】

お認め印

株式会社　ビルケアビジネス　御中

号　　　機お客さま番号 報告日：平成１７年１０月１日

お客さま担当：　　栗俣　良之

東京総支社　葛飾サービスセンター

　　　　　ＴＥＬ　０３-３６２７-７２８１

ホームページ　http:/ /www.h bs.co.jp/

日立ビルシステム研究センター　殿

作業時刻　9:21 .45
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○
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○

○

59

○

○

○

○

○

○

○

○

２

○○ガイドシュー・給油器（オイラー）⑧

○○かご上環境状況⑦

○○＜ドアスイッチの作動状態＞

○○＜操作ボタンの作動状態＞

101145＜照明点灯時間(ｈ)＞

○○＜インターホンバッテリー電圧＞

5860＜走行速度(m/min )＞

○○＜制動距離＞

○○＜制御盤内の温度＞

○○戸の開閉装置・戸閉め安全装置⑥

○清掃かごの戸・敷居⑤

○○かご操作盤・表示ランプ④

○○かご内装・照明・停電灯・ファン③

○○外部への連絡装置②

○○かごの運転状態①

２．かご

○○調速機⑤

○○ブレーキ④

○○電動機・巻上機③

○○受電盤・制御盤・信号盤②

○○機械室環境状況①

１．機械室

３１作業項目／号機項番
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取替

○

○

90

○

○

○

60

○

○

○

○

○

○

○

○

４

○

○

○

○

○

○

○

190

○

○

○

59

○

○

○

○

○

○

○

○

２

○○ガイドシュー・給油器（オイラー）⑧

○○かご上環境状況⑦

○○＜ドアスイッチの作動状態＞

○○＜操作ボタンの作動状態＞

101145＜照明点灯時間(ｈ)＞

○○＜インターホンバッテリー電圧＞

5860＜走行速度(m/min )＞

○○＜制動距離＞

○○＜制御盤内の温度＞

○○戸の開閉装置・戸閉め安全装置⑥

○清掃かごの戸・敷居⑤

○○かご操作盤・表示ランプ④

○○かご内装・照明・停電灯・ファン③

○○外部への連絡装置②

○○かごの運転状態①

２．かご

○○調速機⑤

○○ブレーキ④

○○電動機・巻上機③

○○受電盤・制御盤・信号盤②

○○機械室環境状況①

１．機械室

３１作業項目／号機項番

清掃

清掃

清掃

清掃

清掃

清掃

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

清掃

○

○

○

○

○

○

○

清掃

○

○

○

清掃

4.2

調整

0

○

○

○

○

○

2.0

○

0

○

４２

○○＜不要動作の検出＞

○○乗場ボタン・表示ランプ④

○○＜戸開き異常＞

2.22.5＜ドアの開閉時間(S)＞

１１＜停止時の段差(㎜)＞

○○かご着床状態①

○○＜乗場ボタンの作動状態＞

○○乗場の戸・敷居・ドアロックスイッチ

○○戸の開閉状態②

③

３．乗場

清掃清掃かごの戸・敷居清掃①

６．意匠清掃

○○停電時自動着床装置②

○○地震時管制運転装置①

５．付加仕様（オプション）

清掃清掃乗場の戸・敷居・三方枠清掃③

清掃清掃かご操作盤・測板・床・幅木清掃②

○○非常止装置・移動ケーブル⑦

○○リミットスイッチ・緩衝器⑥

○○つり合いおもり⑤

○○ガイドレール④

○○主・調速機ロープ③

○○吊り車・そらせ車・テンションプーリ②

清掃清掃昇降路・ピット内環境状況①

４．昇降路・ピット

３１作業項目／号機項番

清掃

清掃

清掃

清掃

清掃

清掃

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

清掃

○

○

○

○

○

○

○

清掃

○

○

○

清掃

4.2

調整

0

○

○

○

○

○

2.0

○

0

○

４２

○○＜不要動作の検出＞

○○乗場ボタン・表示ランプ④

○○＜戸開き異常＞

2.22.5＜ドアの開閉時間(S)＞

１１＜停止時の段差(㎜)＞

○○かご着床状態①

○○＜乗場ボタンの作動状態＞

○○乗場の戸・敷居・ドアロックスイッチ

○○戸の開閉状態②

③

３．乗場

清掃清掃かごの戸・敷居清掃①

６．意匠清掃

○○停電時自動着床装置②

○○地震時管制運転装置①

５．付加仕様（オプション）

清掃清掃乗場の戸・敷居・三方枠清掃③

清掃清掃かご操作盤・測板・床・幅木清掃②

○○非常止装置・移動ケーブル⑦

○○リミットスイッチ・緩衝器⑥

○○つり合いおもり⑤

○○ガイドレール④

○○主・調速機ロープ③

○○吊り車・そらせ車・テンションプーリ②

清掃清掃昇降路・ピット内環境状況①

４．昇降路・ピット

３１作業項目／号機項番

１～４号機の定期点検を実施いたしました。

　・ピット内清掃いたしました。（１～４号機）

　・１階乗場戸の敷居を清掃、地震管制運転装置の検定試験を実施いたしました。（２号機）

　・かごドアシュー摩耗・ガタつきにより取替いたしました。（４号機）

次回点検月は６月を予定しており、年１回の法定検査作業を実施いたします。

２号機　地震時管制運転装置の検定試験を

実施いたしました。

日立エレベーター
メンテナンスレポート

１～４号機０１-０１０

定期点検のご報告

毎度お引立てを賜り厚くお礼申し上げます。毎度お引立てを賜り厚くお礼申し上げます。

※作業項目部位につきましては、お手持ちの管理ブック内構造図をご欄ください。

作業前　10:01 .45 作業後　1 0:5 5.10

１号機　敷居清掃作業写真をご参照ください。

○：正常を確認しました。
×：修理、交換を要します。　　　　【安全設備：取付要】
△：修理、交換時期が近づいてます。【安全設備：不適格】

青文字：処置内容　緑文字：ヘリオス診断項目

／：作業対象外項目
－：該当機器・装置なし

記号の
ご説明

２．メンテナンスレポート刷新による顧客満足度向上（特許４件出願）２．メンテナンスレポート刷新による顧客満足度向上（特許４件出願）２．メンテナンスレポート刷新による顧客満足度向上（特許４件出願）
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３．セキュリティの強化３．セキュリティの強化３．セキュリティの強化

データセンター

■お客さま情報やメンテナンス作業スケジュールや指示はデータセンターを
　　参照する方式を採用。

■端末利用時にや未操作時間に応じ強制的に認証サーバへ接続し利用者
　　情報と照合。

端末情報を残さない、高度なセキュリティシステムを実現しました。

★お客様の大切な情報をしっかりガード★★お客様の大切な情報をしっかりガード★

９／１０９／１０７．システムの特徴と導入効果７．システムの特徴と導入効果
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４．エンジニア現在位置把握と安全管理、情報連携による復旧時間短縮４．エンジニア現在位置把握と安全管理、情報連携による復旧時間短縮４．エンジニア現在位置把握と安全管理、情報連携による復旧時間短縮

管制センター管制センター

本部サーバ本部サーバ

■緊急対応の迅速化

お客様ビルお客様ビル

電子行先板電子行先板

長時間作業長時間作業

アラート付きアラート付き

１０／１０１０／１０７．システムの特徴と導入効果７．システムの特徴と導入効果

■広域災害時の対応強化

故障状態解析故障状態解析

顧客情報取得顧客情報取得

安否確認安否確認

出動指示出動指示 安否登録安否登録

復旧登録復旧登録

広域災害管理広域災害管理

被害復旧状況被害復旧状況

物件統計管理物件統計管理

お客＃顧客情報取得顧客情報取得




